
 

（第２号様式）   
令和７年４月３日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立藤沢西高等学校長  

令和７年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月19日実施） 

総合評価（３月24日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 

教育課
程・ 
学習指
導 

①確かな学力の育成

と、生徒が課題を発

見し解決に向けて主

体的に学習に取り組

む姿勢を身に付けさ

せるカリキュラムマ

ネジメントを行う。 

②デジタル社会で求め

られる力を身に付

け、文理横断的・探

究的な学びを充実さ

せ、生涯にわたり挑

戦し学び続ける力の

基礎を培う。 

①基礎的な知識や技能の定

着を図るとともに、自ら

が課題を発見し、それを

解決しようとする姿勢を

育む。フォローアップ週

間や学習支援アプリの活

用を促し、生徒の家庭学

習習慣の定着に努める。 

②様々なＩＣＴの活用や適

切なデータ処理の知識・

技能を身に付け、探究的

な学びを充実させる基礎

を培う。 

①各教科科目の授業におい

て、探究的な学びの視点を

取り入れた授業改善に取り

組む。フォローアップ週間

の実施形態や学習支援アプ

リの授業外での活用方法を

検討し、定期試験の直前だ

けでなく日頃から主体的に

学習する仕組みを整える。 

②整備したＩＣＴ機器を総合

的な探究の時間を中心に生

徒が必要に応じて利用でき

るような仕組みを整え、Ｉ

ＣＴの活用及びデータ処理

が行える知識・技能を身に

付けさせる。 

①生徒による授業評価アン

ケートの、「課題解決」に

関わる項目で肯定的な回

答の割合が増加したか。

フォローアップ週間、学

習支援アプリについて生

徒の活用する意識が育ま

れたか。 

②整備したＩＣＴ機器に関

して、生徒の積極的な利

用を推進できたか。探究

的な学びに活用できた

か。 

①半数の教科で授業評価ア
ンケートの「課題解決」
に関わる項目で肯定的な
回答の割合が増加した。
フォローアップ週間以外
でも各教科が自習用教材
を設置し、利用する生徒
が見られた。 

②整備したＩＣＴ機器を利
用した出前授業や、使用
方法の講習会を実施し
た。総合的な探究の時間
で生徒が機器を活用し、
データ収集・分析を行っ
た。 

①学習支援アプリの一人
あたり利用時間が減少
する傾向が見られた。
利用時間が増えている
生徒もいるため原因を
分析し、生徒への働き
かけの方法の再検討が
必要である。 

②出前授業の参加生徒や
機器の生徒利用をさら
に増やすために、マニ
ュアルの整備や教科の
授業で活用し周知に努
める。 

①電子黒板を有効活
用し、協働的な学
びに力を入れてい
る。 

①授業評価で一部低
い評価がある。教
科特性等の分析を
踏まえ改善を図る
べき。 

②新たに導入した電
子機器の一層の活
用を期待する。 

①「課題解決」に関
わる取組を推進で
きた。生徒の学習
意欲を喚起する取
組ができた。学習
支援アプリの活用
状況を改善した
い。 

②整備したＩＣＴ機
器について出前授
業や講習会を実施
し、生徒のデータ
収集・分析の環境
整備を図った。授
業でのより一層の
活用を図る。 

①探究的な学びの視
点を取り入れた授
業改善を継続し、
学習支援アプリの
活用を工夫する。 

②機器の利用率向上
に向けて、より身
近で使いやすい環
境を整備してい
く。職員のスキル
アップのためのマ
ニュアル整備を行
う。 

２ 
生徒 
指導・
支援 

①誠実で良識ある有為

な人材の育成をめざ

し、自他の人格や個

性を尊重する協調性

を涵養する。 

②生徒に寄り添い心身

ともに健康な生活が

送れるように支援を

行う。 

③部活動や学校行事等

を通じて、生徒が主

体的に関わりをも

ち、他者との協働す

る力を育み、達成感

や自己肯定感の醸成

となる指導・助言を

行う。 

 

①正しい行動やマナーにつ

いて、生徒自身で考え、

生徒同士で指摘しあい、

地域の一員としての意識

を涵養する 

②教育相談体制を充実し、

適切に生徒へ情報を提示

していく。また、職員間

で情報共有を定期的に行

い、支援体制を整備する

とともに、安全で安心な

環境作りに努める。 

③部活動や学校行事等の全

ての活動において、主体

性を育み、支援する。 

 

①服装、自転車や公共交通機

関でのマナー、ＳＮＳの使

い方等について段階的かつ

継続的な指導を行う。ま

た、生徒同士で指摘しあえ

るよう指導する。 

②定期的に生徒情報共有会を

開催し、生徒の適切な支援

体制の充実に努める。ま

た、学校生活におけるアン

ケート結果を共有し、適切

な支援方針を打ち出してい

く。 

③生徒会本部役員会や部長

会、委員会等を定期的に開

催し、学校行事や部活動に

おける生徒の主体的な活動

を支援する 

①登下校時等の服装やマナ

ーに関する指導件数及び

地域住民からの指摘が減

少し、地域社会の一員と

しての規範意識が育まれ

たか。 

②コ－ディネーター会議を

中心とした支援体制が整

い、適切に情報と方針の

共有ができたか。また、

学校生活におけるアンケ

ートから適切な支援がで

きたか。 

③職員から指示を与える場

面が減り、生徒達が考え

自発的に行動することが

できたか。 

①体育祭幹部による各クラ
スでの声掛けや集会等で
の周知、生徒会本部役員
による朝の声掛け等で生
徒の規範意識を高めるこ
とができた。 

②学校生活に関するアンケ
ートを適切に利用し、ス
クリーニング会議と生徒
情報共有会を通して、生
徒それぞれの支援体制を
考えることができた。 

③生徒会本部役員会や部長
会、委員会等を定期的に
開催し、生徒の主体的な
活動を支援する体制が整
った。 

①生徒が主体的に考え行
動ができるよう支援し
ていく。生徒間で指摘
し合う環境作りをさら
に進めたい。 

②カウンセリングを受け
る生徒・保護者が増え
てきている。気軽にカ
ウンセリングを受けら
れる体制作りはまだ必
要である。 

③学校行事後のアンケー
トでは多くの肯定的な
回答を得ることができ
た。生徒が主体的に動
き、注意喚起等もでき
ている成果が出ている
と考える。 

①生徒間で考え実行
する態度を育成し
ている。試行錯誤
を経て達成感や他
者理解を育む取組
をさらに進めてほ
しい。 

②生徒・保護者の心
のケアに組織的に
支援を行ってい
る。 

③生徒主体の行事と
なるよう職員の指
導助言が効果を発
揮している。 

①生徒が主体的に考
え、行動する環境
作りを行った。 

②生徒情報共有を適
切に行い、生徒一
人ひとりの支援体
制を考えることが
できた。カウンセ
リングをより身近
なものとなるよう
周知を工夫する。 

③様々な場面で生徒
の主体的な活動を
支援する体制が整
った。意欲喚起と
なる職員の関わり
方、助言方法を考
えていく。 

①引き続き、生徒間
で話合い考える環
境をさらに進め、
達成感や自己肯定
感の涵養に向けて
仕掛けづくりを行
っていく。 

②カウンセリングに
ついて生徒・保護
者への周知方法を
工夫する。 

③生徒育成のために
職員の関わり方、
立ち位置等を考
え、よき助言者と
なるよう工夫す
る。 

３ 
進路 
指導・ 
支援 

①生徒が自らの生き方

について主体的に考

え、多様な選択肢の

中から将来の道を切

り拓けるキャリア教

育を行う。 

②社会の一員として、

自己肯定感をもって

社会で活躍できる人

材を育み、卒業後の

ビジョンを明確にす

る。 

①幅広く経験を積み、自ら

の可能性を広げ、高い目

標を設定できるようにす

るとともに、課題を発見

し、解決に向けて主体的

に取り組む力を育成し、

自分自身のキャリアにつ

なげる。 

②社会との関わりを意識さ

せ、他者と協働しながら

学びあう態度と生涯にわ

たり挑戦し続ける力を育

み、社会で活躍できる人

材育成に努める。 

①学校内外の活動等において

キャリア教育を計画し、生

涯学習につながる活動にす

るとともに、その過程で高

い目標を設定し進路実現に

向け目指す自己像を意識さ

せる。 

②進路ガイダンス等で、キャ

リア教育について主体的に

考え、取り組める体験の充

実を図り、キャリアパスポ

ート等で目標設定・振り返

りを行う。 

①様々な学校内外の活動等

で培った主体的な学び

が、進路実現の活動に活

かされ高い目標設定での

進路実現ができたか。課

題を発見し、解決に向け

て計画・行動できたか。 

②進路ガイダンスやキャリ

アパスポートによる振り

返りの中で、自己分析

し、次のステップへの蓄

積ができたか。また、蓄

積した内容を次の活動に

つなげることができた

か。 

①進路ガイダンスを通じ、
多様な選択肢に触れる機
会を確保した。面接・小
論文等の対策講座によ
り、進路実現に必要な実
践的スキルを習得させ、
自己像を意識した活動を
展開できた。 

②インターンシップを実施
し、社会との接点を構築
した。キャリアパスポー
トを活用した振り返りに
より、自己分析の深化を
図るとともに、活動の蓄
積を次へのステップに繋
げる意識付けを行った。 

①業者模試の結果が伸び
ず、モチベーションの
低下が見られた。結果
のみに捉われず、弱点
克服に意識をめぐら
せ、困難に挑戦し続け
る「主体的に取り組む
力」を育成する。 

②各行事の学びを、日常
の学習意欲により結び
つけるため、キャリア
パスポートの記述内容
を具体化させ、生涯学
習の基盤となる自己肯
定感と挑戦する態度を
育む。 

①進路指導計画を保
護者に分かりやす
いものとする。 

②探究的学習の発表
会等、自ら課題を
設定し調査研究す
る力を育む取組が
ある。 

②地域との関わりか
ら社会性の育成を
図っている。 

①進路ガイダンス
等、生徒の進路活
動の支援ができ
た。保護者のニー
ズ等にあった説明
会を計画する。 

②インターンシップ
を通じて社会との
接点を体感できる
ものとした。イン
ターンシップの理
解を進める。 

①生徒の学力向上と
実力養成のための
取組を考える。業
者模試を振返り、
効果等の検証、活
用方法等について
検討する。 

②意欲ある生徒のイ
ンターンシップ参
加増を図る。探究
的学習では、身近
な課題解決の視点
を持つよう指導助
言する。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月19日実施） 

総合評価（３月24日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

４ 
地域等
との 
協働 

①地域での学校の役割

を意識し、地域との

連携・協働を深め、

地域のニーズに応

え、地域の活性化に

貢献できる開かれた

学校づくりに取り組

む。 

    

 

 

 

①学校コミュニティをつく

るため、地域活動を積極

的に行う。 

②生徒や保護者、地域のニ

ーズに応じて、速やかに

学校の情報を発信・伝達

し、より良い学校づくり

を行う。 

 

 

①地域との連携・協力を積極

的に行い、地域との関係性

を、より良い学校づくりへ

活かす。学校行事等、地域

との交流の機会となるよ

う、開かれた学校づくりを

進める。 

②-1ＩＣＴ機器や情報伝達ア

プリを活用して、生徒や保

護者への速やかな情報伝達

に努める。ホームページの

更新回数を増やし、掲載内

容等の工夫・改善を行い、

速やかに発信していく。 

②-2 地域貢献デー、遊 ing西

高等に多くの生徒が主体的

に参加し、地域との交流の

機会を増やす。 

①地域との交流の機会を設

定し、参加人数や活動場

所が増加したか。保護

者・地域から寄せられた

情報・意見により学校運

営が改善されたか。 

②-1 生徒・保護者への適切

な情報提供を行うことが

できたか。ホームページ

更新回数とともに内容の

充実が見られたか。 

②-2 地域貢献デーを計画通

り実施できたか。遊 ing西

高を生徒の主体的な計画

で実施できたか。多くの

参加者があったか。 

 

 

 ①地域貢献デー、遊 ing西
高等、学校全体で関わり
のある取組の他に、授業
や部活動、委員会等、そ
れぞれが地域との連携、
地域の教育力を活かす取
組を行っている。 

②-1 学校・家庭連絡システ
ムを通して適切な情報提
供が行えた。ホームペー
ジについて行事ごとに速
やかに更新することを心
掛けて取り組めた。 

②-2 地域貢献デーは地域の
方とコミュニケーション
を取りながら、清掃活動
を行った。遊 ing 西高で
は、多くの小学生が参加
し、生徒にとっても、小
学生との交流はよい経験
となった。 

①生徒の学びを深め、発
展させるためにも地
域、保護者、同窓会等
の学校を取り巻く教育
力をより活用できるよ
う視野を広くもって計
画していく。 

②-1 次年度の新たな学
校・家庭連絡システム
の導入に伴い、速やか
に移行できるよう職
員、家庭への周知を行
う。また、ホームペー
ジの更新回数の増加や
見やすい画面構成等、
工夫と改善を行ってい
く。 

②-2 地域貢献デー、遊 
ing西高に多くの参加者
を迎えられるようにす
る。 
②-2 秋の地域貢献デー
では害虫の被害が出
た。安全管理の課題が
残った。時期、実施方
法等を検討する。 

 

①地域の行事への協
力など大変助かっ
ている。 

②-1 学校と家庭の結
びつきは大事。新
システムがその一
助となることと考
える。ホームペー
ジで学校の取組の
紹介をさらに進め
てほしい。 

②-2 世代間交流はよ
い刺激になる。地
域との連携事業で
は、西高生が主導
的な役割を担って
いる。 

①授業や部活動、委
員会等、それぞれ
が地域との連携、
地域の教育力を活
かす取組ができ
た。より幅広い連
携の形を考える。 

②-1 ホームページ
を速やかに更新す
ることができた。
掲載画像等、素材
の工夫を図る。 

②-2 地域との連携
事業は計画通り実
施することができ
た。怪我等の事故
防止に一層注意す
る。 

①学校、保護者、地
域の３者連携を継
続するとともに、
地域の課題等、新
たなテーマを模索
する。 

②-1 ホームページの
構成等、さらに見
やすく分かりやす
いものにする。 

②-2 遊ing西高を継
続実施し、より多
くの参加者あるよ
う工夫する。 

５ 

学校管
理・ 
学校運
営 

①生活全般の安全意識

を高め、自らの命を

自ら守る防災意識を

育む。 

②豊かな心を育む環境

整備に努める。 

③ＩＣＴ利活用のイン

フラや新たなコンテ

ンツ導入を中心とし

た整備を行う。 

 

 

 

 

①学校全体で防災意識を高

める指導を行い、災害時

に備えて準備を進める。 

②校内や校舎周辺の環境の

整備・美化について、保

護者と連携しながら生徒

の意識を高め、学校を大

切にする心を育む。 

③グループ業務、教科等、

学校教育活動の中で、さ

らにＩＣＴの利活用を進

め、効果的活用例を検討

する等、より具体的で、

組織的な取組とする。 

①年２回の防災訓練を通し

て、自らの命を守る行動や

社会に貢献する態度の自

助・共助・公助の考え方を

育てる。 

②ＰＴＡの協力を得て校内外

の環境整備に努めること

や、生徒環境整備委員の清

掃点検や職員による清掃へ

の呼びかけ・点検を実行

し、日頃の環境美化意識を

醸成する。 

③ＩＣＴ利活用を継続発展さ

せていくため、より効果的

な活用をめざし通信環境、

備品の整備を行う。 

 

①防災計画に基づいて、実

践的な防災訓練を実施

し、生徒や職員の防災意

識が高まったか。 

②ＰＴＡ環境整備委員会と

の連携を取ることができ

たか。また、生徒環境整

備委員や職員の働きかけ

により、校内各箇所が適

切に清掃され環境美化意

識が醸成されたか。 

③通信環境の改善や新たな

ＩＣＴ利活用が見られた

か。 

 

①防災計画に基づく年２回
の防災訓練を実施し、生
徒・職員の防災意識や安
全行動が定着しつつあ
る。 

②ＰＴＡ環境整備委員会と
連携し校内外の環境美化
活動も進み、生徒の美化
意識が向上した。 

③電子黒板を活用した授業
が定着している。ＩＣＴ
環境の通信環境が改善さ
れ、授業や学校業務での
ＩＣＴ活用がより円滑に
なった。 

①２回目の防災訓練は、
各学年それぞれ工夫の
ある訓練内容で実施し
た。訓練内容によっ
て、時間枠が足りない
状況が見られた。内容
と時間枠とのバランス
を検討していく必要が
ある。 

②環境美化では、一部の
職員や生徒に偏る傾向
があり、全校的な取組
となるよう工夫が必要
である。 

③生徒のタブレット端末
を活用した授業実践が
求められる。ＩＣＴ機
器の強みをさらに生か
し、効果的な活用を推
進したい。新たに導入
された機器の活用状況
の改善を図りたい。 

①様々な形態の防災
訓練は工夫があっ
てよい。地域合同
の防災訓練の実施
を検討できない
か。 

②ＰＴＡは、引き続
き、校内環境美化
に協力していく。 

③電子機器等の強み
を生かした授業を
期待する。 

①防災計画通り訓練
を実施することが
できた。防災意識
向上に資する内容
を検討していく。 

②ＰＴＡとの連携を
継続できた。 

③授業に必要なＩＣ
Ｔ環境を整備する
ことができた。授
業改善となるＩＣ
Ｔ機器の活用方法
を引き続き考えて
いく。 

①実施内容と必要な
時間枠との調整を
行う。 

②ＰＴＡと学校とが
より協働的な取組
となるよう両者で
考えていく。 

③一人一台端末の活
用機会を増やし、
整備ＩＣＴ機器を
より一層活用でき
るよう職員研修等
を企画する。 

 

 


